
　自公政権を退場に追い込んだのは、まぎれもなく、国民の世論、
運動と日本共産党の論戦でした。これからも政治を動かすのは、国
民と日本共産党の共同の力です。国会論戦の先頭に立ってきた一
人として、くらしと経済の立て直しのために3期目をめざします。
　後期高齢者医療制度廃止の先送りをやめさせ、労働者派遣法の
「抜本改正」も本当に現場の労働者を救うものにしなければなりま
せん。国民の世論をひろげ、普天間基地の無条件撤去、新基地建設
反対を、民主党政権に迫りましょう。
　いよいよ参院選挙まで半年あまり、現場の声を国会にとどけ、消
費税増税阻止、憲法をまもるために全力をつくします。どうぞよろ
しくお願いいたします。
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参議院比例代表は
「日本共産党」と書かれた票が
すべて議席に結びつきます。
参議院比例代表は、衆議院と異なり「全国一つの選挙区」です

選挙区の投票は
候補者名で
比例代表の投票は政党名でも
個人名でも投票できます
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北関東4県の選挙区予定候補

国民のくらし守る年に
家族給与を認めぬ所得税法56条は廃止を

中小業者の営業を守ろう

派遣法の抜本改正・失業者救済

雇用を守る年に

　中小業者の妻や家族の働き分を必要経費として
認めない所得税法56条。同法により、業者は一緒
に働く家族に給与を支払っても必要経費として認め
られず、所得として課税されてしまう不利益を受けて
います。
　大門みきし参院議員は、この56条について「政府
として廃止へ向けて前向きに検討すべきだ」と繰り
返し要求。
　３月には委員会で、与謝野財務相（当時）が廃止に
ついて「研究してみる」と答弁。11月には、税制担当

の峰崎直樹財務副大臣は「しっかり検討していく｣
と表明。藤井裕久（前）財務相も「私も同様に考えて
いる」とのべました。

　先の総選挙直後に麻生政
権が支出した2億5000万円
もの官房機密費。さらに、鳩
山内閣でも、平野官房長官自身が1億2000万円も
の支出が‥‥。使途について、塩川てつや衆院議員
は、国民が納得できる公表ルールをつくるべきだと
要求。長官の対応と認識をただしました。

　政府が、現在交渉中の日豪Ｆ
ＴＡ（自由貿易協定）。関税が
撤廃された場合、日本の小麦生
産は99％、砂糖は100％減少（農水省試算）。今後
交渉に入るとしている日米ＦＴＡの場合、米は82％、
穀物は48％減少（民間研究機関）としています。紙
智子参院議員は、「これでは米生産は壊滅だ」「交渉
に入るべきでない」とその中止を迫りました。

　解雇・雇い止めで住まいを失った労働者に、住宅
入居費用などを貸し付ける就職安定資金融資制度。
　大門議員は、不動産賃貸業者がこの制度を悪用
し、アパートの短期契約を結んで契約終了とともに
追い出している問題を取り上げました。
　大門議員は、日産自動車の下請け会社で「派遣切
り」され、同制度を利用し、アパートに6カ月契約で入
居したものの、就職できずに退去させられ、150万円
の借金を背負った、群馬県の男性の例を紹介。制度
利用者の７割が常用雇用に就けていないと指摘し、

「業者は国から家賃を受け取り、半年後に追い出す。
生活困窮者への融資を食い物にする貧困ビジネスと
いっても過言ではない」と批判。「ハローワークは、職
も住まいも失った人に借金させるのではなく、生活
保護を申請させるべきだ」と求めました。
　厚労省の山井和則政務官は「就職できず、多くの
借金を抱える深刻な状態になっているのは重大だ。
10月から実施している、離職者を対象とした家賃等
の給付制度の利用を広げたい」と答えました。

所得税法第56条廃
止を求める財務省交
渉、国会議員要請行
動で訪れた、業者婦人
と懇談

●農家と懇談する大門議員＝12月
27日、埼玉･大利根町

●常磐線の「ＪＲ東京自由乗車券」復
活をＪＲ水戸支社に要望する大門
議員＝2006年7月7日、茨城･水
戸市

●日光観光協会と観光産業の現状と
活性化などで懇談する大門議員＝
３月２０日、栃木･日光市

●全国シェルター ･シンポジウム
2009「議員フォーラム」で発言す
る紙議員＝11月23日、栃木･宇都
宮市

●八ツ場ダム建設予定地住民の川原
湯温泉街で、生活再建･地域再生な
どで対話活動する塩川議員＝12
月19日、群馬･長野原町

ハローワーク前橋で、仕
事や住居を失った人に
住宅入居費用などを貸
す就職安定資金融資制
度の活用状況などにつ
いて調査
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